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  端 末 設 備 の 接 続 の た め の 技 術 
第１問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。ただし、（　　）内の同じ記号は、同じ解答を示す。　　　　　　　　　　（小計１０点）

　（１）　デジタル式ＰＢＸが有するサービス機能のうち、通話中の内線電話機をフッキングなどの所定の操作をすることにより、通話中の相手を第三者に対して転送することができる機能は、（　ア　）といわれる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２点）

	　①　シリーズコール　　②　コールトランスファ　　③　コールパーク

　④　内線アッドオン　　⑤　リセットシフトコール


　（２）　図は、デジタル式ＰＢＸの内線回路を示したものである。図中のＸは（　イ　）であり、Ｙは（　ウ　）を表す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２点×２＝４点）

	　①　ハイインピーダンス回路　　②　復号器　　　　　　③　リングトリップ回路

　④　ループ電流監視回路　　　　⑤　過電圧保護回路　　⑥　変調器

　⑦　通話電流供給回路　　　　　⑧　符号器　　　　　　⑨　平衡－不平衡変換回路

　⑩　復調器
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　（３）　デジタル式ＰＢＸのプログラムでは、一般に、プログラム間の情報の引き渡しに、（　エ　）というデータの固まりを使用しており、（　エ　）が順番に並んでいる行列のことは、通常、キューといわれる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２点）

	　①　トランザクション　　②　バッファ　　③　ＡＴコマンド　　④　メール　　⑤　スタッフ


　（４）　デジタル化された音声などの記録媒体には、磁気ディスクなどが使用され、記録密度の向上のため、冗長度圧縮技術が応用されている。

　　　　　デジタル式ＰＢＸにおいても、音声、ファクシミリ、テキストなどの各種（　オ　）サービスにおける蓄積変換処理過程で、この技術が活用されている。　　　　　　　　　　　（２点）

	　①　ＡＣＤ　　②　アッドオン　　　③　プロトコル変換

　④　メール　　⑤　テレテックス　　⑥　ミクストモード


第２問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小計１０点）

　（１）　図に示すアナログ伝送路に接続するデジタル形ボタン電話装置の回路構成図において、図中のＢは、（　ア　）といわれる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２点）

	　①　発振回路　　②　データ送受信回路　　③　コーデック　　④　ハイブリッド回路
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　（２）　電子式ボタン電話装置の外線着信処理プログラムは、一般に、着信種別に基づいて、各電話機に着信表示の処理を行う。また、必要に応じて（　イ　）等の処理も行う。　　（２点）

	　①　コールバック　　②　キャンプオン　　③　ルームモニタ

　⑤　アッドオン　　　⑤　ダイヤルイン


　（３）　電子式ボタン電話装置の発着信の衝突防止回路において、ホトカプラに直列に接続されている（　ウ　）は、外線の対地電圧が変動した場合における着信の誤検出を防止している。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２点）

	　①　マイクロプロセッサ　　②　リードスイッチ　　③　ツェナーダイオード

　⑤　バリスタ　　　　　　　⑤　ブリッジ回路


　（４）　電子式ボタン電話装置の電源回路に使われている突入電流防止回路は、電源スイッチを閉じたときの大きな電流による電源スイッチの接点の溶着や、平滑用の（　エ　）の劣化を防止している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２点）

	　①　抵　抗　　②　トランス　　③　アレスタ　　④　コイル　　⑤　コンデンサ


　（５）　電子式ボタン電話装置の機能概要について述べた次の二つの記述は、（　オ　）。　（２点）

　　　　Ａ　内線呼び出しの場合、相手が話中のときに、発信者が特定の操作を行い呼び出し状態のまま待機していれば相手が終話した時点で自動的に呼び出す機能は、内線キャンプオンといわれる。

　　　　Ｂ　外線ボタンを押下してから一定時間の間、他の利用者にその外線を使用させないで、キーボタン入力を続けることができる機能は、ページングといわれる。

	　①　Ａのみ正しい　　②　Ｂのみ正しい　　③　ＡもＢも正しい　　④　ＡもＢも正しくない


第３問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記

　　　せ。ただし、（　　）内の同じ記号は、同じ解答を示す。　　　　　　　　　　　（小計１０点）

　（１）　ある会社のデジタル式ＰＢＸにおいて、外線発信通話のため発信専用の出回線が呼損率０．０２で５回線設定されていた。１年後、外線発信通話量が２倍になった。このとき、呼損率を一定に保つためには、表－１を用いて算出すると、最低（　ア　）回線の増設が必要である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２点）

	　①　１　　②　２　　③　３　　④　４　　⑤　５
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　（２）　ある交換線群の最繁時において、１時間に運ばれた呼数をＣ、平均回線保留時間をｈ時間、呼損率をＢとすれば、この交換線群に加わった呼量は、（　イ　）アーランである。　（２点）

	　①　Ｃ×ｈ÷（１－Ｂ）　　　　　　 ②　Ｃ×ｈ÷｛３，６００×（１－Ｂ）｝

　③　Ｃ×ｈ÷｛６０×（１－Ｂ）｝　　④　ｈ÷Ｃ÷（１－Ｂ）

　⑤　６０×Ｃ÷｛ｈ×（１－Ｂ）｝


　（３）　ある回線群において、使用中の回線数を３分ごとに６回測定したところ、表－２に示す結果が得られ、平均回線保留時間は３分であった。この回線群の測定時間における呼量は、（　ウ　）アーランである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２点）

	　①　４．５　　②　６．５　　③　８．５　　④　１２．５　　⑤　２５．０
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　（４）　ある回線群が運んだ１時間当たりのトラヒック量と、運ばれた呼が平均回線保留時間中に生起した（　エ　）呼数とは等しい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２点）

	　①　平　均　　②　最　大　　③　最繁時　


　（５）　即時式完全線群のトラヒック特性において、同じ呼損率のときには、出回線束が大きくなるに従って（　オ　）は高くなる。また、同じ出回線束のときには、呼損率が大きくなるに従って（　オ　）は高くなる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２点）

	　①　出線能率　　②　待ち合わせ率　　③　入線能率　　④　呼の生起率　　⑤　出線閉塞率


第４問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小計１０点）

　（１）　デジタル式電話交換機の加入者回路で、直流監視回路によりＬ１線とＬ２線に流れる電流を監視することにより、加入者からの発呼、応答などを監視することができる機能は、通話監視機能といわれる。例えば、Ｌ１線とＬ２線の電流の（　ア　）があるしきい値以上であれば、電話機がオフフックと判断する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２点）

	　①　瞬断時間　　②　減　少　　③　無電流時間　　④　逆　流　　⑤　和


　（２）　図に示すデジタル式電話交換機の発信接続において、発信加入者が送受器を上げると、その状態は、加入者回路によって検出される。中央制御装置は、（　イ　）の内容を一定周期で読み取り、発信加入者の発呼を検出すると、発信加入者と（　ウ　）を接続して発信音を送出する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２点×２＝４点）

	　①　中継線信号装置　　②　トランク走査回路　　③　加入者線信号装置

　④　中央制御装置　　　⑤　通話路制御装置　　　⑥　加入者線走査回路

　⑤　集線スイッチ　　　⑧　ダイヤルパルス受信回路
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　（３）　シール鉛蓄電池は、（　エ　）中に陽極から発生する（　オ　）を陰極で吸収させる陰極吸収の原理を採用した蓄電池である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２点×２＝４点）

	1 充　電　　②　水　素　　③　硫化水素

　④　放　電　　⑤　酸　素　　⑥　停　電


第５問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小計１０点）

　（１）　デジタル式ＰＢＸの設置工事終了後に行う機能確認試験のうち、付加番号ダイヤルイン機能の確認において、（　ア　）が全話中の場合は、中継台又は着信表示盤へ着信表示を行うことを確認する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２点）

	　①　着信トランク　　②　ＰＢレシーバ　　③　トーキトランク

　④　転送トランク　　⑤　保留音源


　（２）　ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．９２の機能である（　イ　）は、インターネット等への接続中に、同じ電話回線でインターネット等への接続を切断することなく音声通話の着信に応答し、通話終了後にデータ通信を再開できる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２点）

	　①　クイックコネクト　　②　モデム・オン・ホールド　　③　ＰＣＭアップストリーム

　④　データ圧縮　　　　　⑤　誤り訂正


　（３）　フラットフロアケーブルについて述べた次の二つの記述は、（　ウ　）。　　　　（２点）

　　　　Ａ　導体を並列に並べ絶縁処理したもので、カーペットの下に直接配線できる構造になっており、配線方向を変えるときは折り曲げて布設することができる。

　　　　Ｂ　ラミネートアルミニウムテープの外皮により心線間の電磁結合を少なくしており、また、平衡対ケーブルと比較して物理的強度も大きいため、常時平面荷重の加わる部分に使用できる。

	　①　Ａのみ正しい　　②　Ｂのみ正しい　　③　ＡもＢも正しい　　④　ＡもＢも正しくない


　（４）　電磁波妨害（ＥＭＩ）について述べた次の二つの記述は、（　エ　）。　　　　　　　（２点）

　　　　Ａ　ＥＭＩは、複数の伝送路間において、伝送される信号が相互に影響し合うことにより発生する減衰ひずみ、位相ひずみ、非直線ひずみなどのひずみに起因する雑音妨害である。

　　　　Ｂ　ＥＭＩを防止する対策としては、一般に、電話機と線路間において、３マイクロファラッド程度のコンデンサを並列に接続したり、１０ミリヘンリー程度のフェライトコアのコイルを直列に挿入する方法が採られる。

	　①　Ａのみ正しい　　②　Ｂのみ正しい　　③　ＡもＢも正しい　　④　ＡもＢも正しくない


　（５）　保安装置について述べた次の二つの記述は、（　オ　）。　　　　　　　　　　　　　（２点）

Ａ　保安装置は、その接地抵抗が大きいと避雷器の放電が開始されても、十分な放電電流が流れない場合があり、また、対地電圧の上昇に伴いヒューズや３極避雷器が溶断しやすくなり、機能しない場合がある。

　　　　Ｂ　保安装置の接地棒として、酸、アルカリ等の成分を含む土壌で、腐食が著しいと考えられる場所では、一般に、フッ素接地棒を使用することが望ましい。

	　①　Ａのみ正しい　　②　Ｂのみ正しい　　③　ＡもＢも正しい　　④　ＡもＢも正しくない


第６問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小計１０点）

　（１）　データ伝送で使われる伝送路符合形式のうち、“1”ビットをパルス有り、“0”ビットをパルス無しで表現し、かつ、パルス有りのときはパルスの極性を交互にプラスとマイナスに変化させて送出する符号は、（　ア　）方式といわれる。　　　　　　　　　　　　　　　　（２点）

	　①　複　流　　②　複流ＮＲＺ　　③　ユニポーラ　　④　バイポーラ　　⑤　ＣＭＩ


　（２）　コネクション型通信では、データ伝送に先立ちエンド・ツー・エンドの論理的通信路を確立している。ＯＳＩ参照モデルにおいては、この論理的通信路の確立は、（　イ　）層の機能の一つとされている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２点）

	　①　物　理　　　　　　②　データリンク　　③　ネットワーク

　③　トランスポート　　⑤　セション


　（３）　フレームリレー交換網に関する次の二つの記述は、（　ウ　）。　　　　　　　　　（２点）

　　　　Ａ　ふくそうを検出したとき、網は、端末に対しふくそうの発生を通知する機能を持っている。

　　　　Ｂ　伝送エラー発生時に再送制御を行わないなどプロトコルを簡易化して、伝送の高速化を図っている。

	　①　Ａのみ正しい　　②　Ｂのみ正しい　　③　ＡもＢも正しい　　④　ＡもＢも正しくない


　（４）　公衆パケット交換網についての次の記述で誤っているものは、（　エ　）である。　（２点）

	　①　通信速度の異なる端末相互間でも通信が可能である。

　②　プロトコルの異なる端末相互間でも通信が可能である。

　③　パケットを送信するときだけ伝送路を占有している。

　④　公衆回線交換網に比較して、一般的に、伝送遅延は小さい。

　⑤　同一あて先を持つパケットは、必ずしも同一経路で伝送されるとは限らない。


　（５）　ＨＤＬＣ手順における誤り制御に関する次の二つの記述は、（　オ　）。　　　　　　（２点）

　　　　Ａ　受信側は、受信した複数ブロック分の誤りチェック結果を個々のブロックごとでなく一括して送信できるので、ＨＤＬＣ手順による伝送は、安定した伝送路を用いる場合には伝送効率が高い。

　　　　Ｂ　伝送誤り検出に信頼性の高いＣＲＣ方式を用いる。

	　①　Ａのみ正しい　　②　Ｂのみ正しい　　③　ＡもＢも正しい　　④　ＡもＢも正しくない


第７問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小計１０点）

　（１）　ＩＳＤＮ一次群速度ユーザ・網インタフェースにおいて、物理的なインタフェース速度が１，５４４キロビット／秒の回線を１回線のみ使用する場合、最も大きな伝送容量となるのは、（　ア　）のチャネルの組合せである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２点）

	　①　２Ｈ０＋Ｄ　　②　６Ｈ０＋Ｄ　　③　１６Ｂ＋Ｄ

　④　２３Ｂ＋Ｄ　　⑤　２４Ｂ＋Ｄ


　（２）　ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２５のレイヤ２において、ＳＡＢＭコマンドを受信した端末が、ＡＢＭモードに移行できないときは、（　イ　）レスポンスを網に送信する。　　　　　　　（２点）

	　①　ＵＡ　　②　ＤＭ　　③　ＦＲＭＲ　　④　ＲＮＲ　　⑤　ＲＥＪ


　（３）　公衆データパケット交換機では、常に単位時間当たりの（　ウ　）の使用個数やＣＰＵの使用率を把握して、ふくそう状態の監視と検出を行っている。　　　　　　　　　　　（２点）

	　①　制御パケット　　②　ＭＯＤＥＭ　　　　　③　端　末

　④　共通バッファ　　⑤　ウインドウサイズ


　（４）　インターネット上で、メールクライアントからメールサーバへメールを送信するためのプロトコルとして、一般的に、（　エ　）が用いられる。　　　　　　　　　　　　　　　（２点）

	　①　ＰＯＰ３　　②　ＭＣＰ　　③　ＳＭＴＰ　　④　ＨＴＴＰ　　⑤　ＳＮＭＰ


　（５）　伝送速度が可変であり、回線交換方式とパケット交換方式の両方式の特徴を備えた、音声、動画などを含むマルチメディア通信に適しているといわれるＬＡＮに、（　オ　）がある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２点）

	　①　ＡＴＭ－ＬＡＮ　　②　イーサネットＬＡＮ　　③　ＦＤＤＩ

　④　無線ＬＡＮ　　　　⑤　トークンリングＬＡＮ


第８問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小計１０点）

　（１）　ＨＤＬＣ手順について述べた次の二つの記述は、（　ア　）　　　　　　　　　　　（２点）

　　　　Ａ　一次局が送信するすべてのフレームは、コマンドフレームである。

　　　　Ｂ　複合局が送信するフレームのうち、相手復号局のアドレスを持つものはレスポンスフレームである。

	　①　Ａのみ正しい　　②　Ｂのみ正しい　　③　ＡもＢも正しい　　④　ＡもＢも正しくない


　（２）　ＡＴＭ網に関する次の二つの記述は、（　イ　）。　　　　　　　　　　　　　　　（２点）

　　　　Ａ　ＡＴＭ網の論理的な通信路は、一つのＶＰ（仮想パス）とその中に通常複数設定されるＶＣ（仮想チャネル）とを指定することで識別される。

　　　　Ｂ　公衆パケット交換機と同じような通信形態として、ＳＶＣ（相手選択接続）とＰＶＣ（相手固定接続）がある。

	　①　Ａのみ正しい　　②　Ｂのみ正しい　　③　ＡもＢも正しい　　④　ＡもＢも正しくない


　（３）　ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおける監視フレームについての次の記述は、（　ウ　）が正しい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２点）

	　①　データリンクの動作モードを設定するときに使用される。

　②　データリンクが回復できないエラー状態であることを知らせる。

　③　非確認形転送を行うときの情報転送に使用される。

　④　情報フレームの受信確認や再送要求などの制御を行うために使用される。

　⑤　アドレス部は持っていない。


　（４）　ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおいて用いられるＬＡＰＤは、Ｘ．２５によるパケット通信で用いられるＬＡＰＢを基本としているといわれているが、ＬＡＰＤにある（　エ　）の機能は、ＬＡＰＢにない機能である。　　　　　　　　　　　　　　　（２点）

	1 トランスペアレントな伝送　　②　ＣＲＣによるエラー検出　　③　多重ＬＡＰ

　④　両方向同時伝送　　　　　　　⑤　順序番号による伝送確認


　（５）　ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースでは、同一バス上の複数のＴＥが衝突しないでＤチャネルにアクセスできるように、各ＴＥが伝送するフレームを持たないときは、Ｄチャネルに（　オ　）を連続送信して、Ｄチャネルの空き状態をチェックできるようにしている。（２点）

	　①　“０１１１１１１０”のフラグパターン　　②　“１”のビット

　③　ノーステーションアドレス　　　　　　　　④　トークン

　⑤　フレーム検査シーケンス


第９問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小計１０点）

　（１）　パケット形態端末相互間のＶＣサービスの接続手順において、発信端末の発呼要求を受けた網は、着信端末に着呼を通知する。着信端末は、着信できる状態であれば、（　ア　）パケットを網へ送出する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２点）

	　①　ＣＣ　　②　ＣＮ（ＩＣ）　③　ＣＡ　　④　ＣＱ　　⑤　ＣＦ


　（２）　図は、パケット形態端末とＨＤＬＣ手順を使用する非パケット形態端末との間のＶＣにおいて、パケット形態端末からの呼の解放シーケンスを示したものである。図中のＸは（　イ　）を、Ｙは（　ウ　）を表す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２点×２＝４点）

	　①　ＣＩパケット　　　②　ＣＦパケット　　　　③　ＣＣパケット

　④　ＲＮＲコマンド　　⑤　ＳＡＢＭコマンド　　⑥　ＳＡＲＭコマンド

　⑦　ＤＭレスポンス　　⑧　ＵＩレスポンス
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　（３）　ＩＳＤＮレイヤ３のメッセージは、共通部と個別部から成る。この共通部は、すべてのメッセージに共通に含まれており、大別して、プロトコル識別子、（　エ　）、メッセージ種別の３要素から構成されている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２点）

	　①　ＦＣＳ　　②　伝達能力　　③　監　視　　④　呼番号　　⑤　アドレス


　（４）　ＡＴＭ網におけるセルレベルの使用量パラメータ制御では、通信中のユーザ端末から送られるトラヒックが、発呼時に申告した帯域を超えていないかどうか、（　オ　）で監視している。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２点）

	　①　発信端末側　　②　着信端末側　　③　網の入り口　　④　網の出口

　⑤　セルフルーチングスイッチ


第１０問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小計１０点）

　（１）　ＪＩＳ　Ｘ　５１０１で規定するＤＴＥ／ＤＣＥインタフェース（いわゆるＲＳ－２３２Ｃインタフェース）において、ＤＴＥからＤＣＥへの信号のうち（　ア　）信号は、ＤＣＥの送信機能を制御する。この回路のオン状態は、ＤＴＥが送信を要求している間及びＳＤ回路にデータを転送している間保持されている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２点）

	　①　ＥＲ　　②　ＳＧ　　③　ＲＳ　　④　ＳＲＳ　　⑤　ＲＴ　　


　（２）　ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおいて、ポイント・ツー・マルチポイント配線構成で短距離受動バスで配線を行う場合、低インピーダンス線路（７５オーム）であればＮＴからの最大線路長は、（　イ　）メートル程度とされている。　　　　　　　　　　　　（２点）

	　①　５０　　②　１００　　③　２５０　　④　３００　　⑤　４５０　　


　（３）　光ファイバの融着接続に対する補強に関する次の二つの記述は、（　ウ　）。　　　（２点）

　　　　Ａ　補強方法には、熱収縮チューブ法やモールド法などがある。

　　　　Ｂ　通信用ケーブルにおいては、クロージャで保護されるため光ファイバ接続部分の補強は、行う必要はない。

	　①　Ａのみ正しい　　②　Ｂのみ正しい　　③　ＡもＢも正しい　　④　ＡもＢも正しくない


　（４）　図－１～図－４のうち、公衆電話網のメタリック加入者線を共用するＡＤＳＬ（非対称デジタル加入者線）のローゼットからの宅内配線の構成図で正しいものは、（　エ　）である。ローゼットは、■印で示す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２点）

	　①　図－１　　②　図－２　　③　図－３　　④　図－４　　
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　（５）　ＬＡＮの媒体アクセス制御法であるＩＥＥＥ８０２．３の規格によるＣＳＭＡ／ＣＤの機能として、該当しないものは、（　オ　）である。　　　　　　　　　　　　　　　　　（２点）

	　①　バックオフ処理　　　②　最小フレーム長の制限　　③　ジャム信号の送信

　④　ベースバンド伝送　　⑤　優先アクセス権の制御


解答

第１問（ア）②　（イ）⑦　（ウ）⑧　（エ）①　（オ）④

第２問（ア）③　（イ）⑤　（ウ）③　（エ）⑤　（オ）①

第３問（ア）③　（イ）①　（ウ）④　（エ）①　（オ）①

第４問（ア）⑤　（イ）⑥　（ウ）③　（エ）①　（オ）⑤

第５問（ア）②　（イ）②　（ウ）①　（エ）④　（オ）④

第６問（ア）④　（イ）③　（ウ）③　（エ）④　（オ）③

第７問（ア）④　（イ）②　（ウ）④　（エ）③　（オ）①

第８問（ア）①　（イ）③　（ウ）④　（エ）③　（オ）②

第９問（ア）③　（イ）④　（ウ）②　（エ）④　（オ）③

第１０問（ア）③　（イ）②　（ウ）①　（エ）①　（オ）⑤
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